
2023年度 衛生参考問題

下記の問題の（  ）に○か×で答えてください。

1.（　） 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、わが国では2023年5月8日から「五類感染症」となったため、今後は
手指消毒や換気はする必要がなくなった。

 →（×）。 法律上の位置づけは変わったが、感染症自体が消滅したわけではないので、流行している場合は、一般的
な感染症対策を実施する必要がある。

2.（　） 食品衛生法は2018年に大きな改正がなされ、食中毒の広域的対応やHACCAP（ハサップ）を基本とした食品衛生
管理の制度化などが実施されることとなった一方で、営業許可制度は廃止された。

 →（×）。 営業許可制度も改正され、許可制と届出制の二つに分かれた。

3.（　） 2020年4月に施行された改正健康増進法で、多数の者が利用する施設等は全面禁煙となったが、既存の飲食店は
「喫煙可能店」と表示すれば適用を免除される。

 →（×）。 既存の飲食店も新規の飲食店と同様に、原則として屋内禁煙の対象とされている。ただし、既存の飲食店
については、現時点では、経営規模が小さい事業者が運営するものについては一定の「猶予措置」を受け
ることができる、とされている。

4.（　） 食品衛生法は、不衛生であったり有毒であったりする食品や添加物について使用や販売を禁じている。違反が判明
した場合は、食品の回収命令や販売禁止処分が行われる。

 →（〇）。

5.（　） サルモネラ菌は、鶏卵や鶏肉に付着していることが多く、激しい腹痛、下痢、発熱、嘔吐を起こし、長期に亘り保菌者
となることもある。卵類は割り置く保存をせず、加熱（75℃以上、1分以上）直前に割ることが大事である。

 →（〇）。 サルモネラ菌食中毒は夏場の発生が多いが、そのほかの時期にも発生するので、生卵の取り扱いについて
は、調理器具や容器を含めて細心の注意が必要である。

6.（　） 感染型細菌性食中毒の治療法としては、点滴などで下痢やおう吐で失われた水分や電解質を補うほか、多くの場合、
抗生物質を使用する。 

 →（〇）。 一方、毒素型細菌性食中毒では、当の病原体を退治しても、毒素そのものが残っていると改善しない場合
があるので、抗生物質は必ずしも有効ではない。

7.（　） ノロウイルスによる食中毒は、貝類（カキ、しじみなど）でよく起こるが、アルコール消毒が極めて有効である。 

 →（×）。 少量のウイルスでも発症し、アルコールや逆性石けんだけでは十分な効果は得られない（ある程度の効果
はある）。調理器具を介しての感染も多いので、十分に洗浄した後、次亜塩素酸ナトリウムで浸すように拭く
か、あるいは熱湯で 1分以上の加熱をして消毒する。



8.（　） 皮膚に常在する黄色ブドウ球菌は、加熱により殺菌しても、増殖中に産生された耐熱性の毒素が食品中に残存し、
食中毒を起こすことがある。

 →（〇）。 黄色ブドウ球菌はエンテロトキシンという強烈な毒素を産生する。この毒素は100℃、30分の加熱でも分
解しない。手荒れや肌に化膿した傷などがある者は、直接食品に触れないようにする。

9.（　） 近年急増しているアニサキス食中毒は、シメサバ・イカ・イワシといった魚介類に付着した寄生虫によるもので、対策
としては目視による除去で十分である。

 →（×）。 アニサキスはそのまま排泄されてしまうことが多いが、ときとして胃にとどまり激烈な痛みを発生させ、胃カ
メラによる除去手術に至る場合もある。成長した虫体は目視で見つかることも多いが、全数を肉眼で見つ
けることは現実には困難であるため、リスクを回避するには加熱（70℃以上または60℃なら1分）か冷凍
（-20℃で24時間以上）を行う。

10.（　） 腸管出血性大腸菌О157は、動物の腸管内に生息し、糞尿を介して食品・飲料水を汚染する。少量でも発症すること
があり、重症では死亡することもある。熱には弱いので、食肉は中心部までよく加熱する（75℃、1分間以上）。

 →（〇）。 0157食中毒は、毎年のように何件か発生し、そのたびに深刻な結果を引き起こしている。焼肉等では生肉
用トングを用意し、喫食用の箸と混用しないことも重要。

11.（　） ウェルシュ菌は、人や動物の腸管や土壌・下水に広く生息し、酸素のないところで大量に増殖する菌で、芽胞をつく
るため加熱に強く、煮込み料理で起こりやすい。

 →（〇）。 ウェルシュ菌の芽胞は100℃、1～6時間の加熱にも耐える。カレー・煮魚・つけ汁などで起こりやすく、毒素
は下痢や腹痛を引き起こす。調理後は速やかに食べることが重要であるが、保存する場合は常温放置しない。

12.（　） エムポックス感染症（旧名・サル痘 四類）は、ウイルスを保有する野生動物との接触によりヒトに感染し、発熱・頭
痛などの症状が数日持続した後に発疹が出現、多くの場合自然軽快するものの、まれに重症化することもある。日本
国内での発生例はない。

 →（×）。 国内では2022年7月に1例目の患者が確認され、2023年に入り報告数が増加している。まだまだ未知な
部分が多いが、厚労省HPなどで動向を確認できる。

13.（　） 梅毒は、性感染症（STD:Sexual Transmitted Diseases）の代表で、感染症法上は五類に分類されているが、わ
が国では現在ほぼ撲滅されている。

 →（×）。 性感染症の多くは、抗生物質やコンドームの普及により1960年代後半以降減少傾向にあったが、近年増
加に転じており、特に梅毒は、患者数が10年間で10倍近く増加してきている。20代女性と30～40代男性
での増加が目立つため、若年層から中年層において、今まで以上の予防対策が必要とされる。 

14.（　） 細菌を死滅させる殺菌・消毒の方法として、食品を十分加熱すること、調理用具を煮沸または塩化ナトリウム溶液に
つけること、手指を逆性石けんで洗うこと、等がある。

 →（×）。「塩化ナトリウム溶液」ではなく、「次亜塩素酸ナトリウム溶液」が正しい。

１５.（　） メタボリックシンドロームとは、食習慣・運動習慣・休養・喫煙・飲酒等の生活習慣が、その発症・進行に関与する
疾患群を言う。高血圧・脂質異常症・糖尿病などがあり、自覚症状がほとんどないため、気づかないうちに進行し、
ある日突然、心筋梗塞・脳卒中といった命に関わる恐ろしい疾患を引き起こす。

 →（×）。 これは「生活習慣病」の説明である。メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満に加えて、高血糖、
高血圧、脂質異常のうちいずれか2つ以上をあわせもった状態と定義されていて、「特定健康診査」（いわゆ
るメタボ健診）の対象となる。


